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日
本
と
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
「
３
密
」
を

避
け
つ
つ
、
ま
ず
は
①
「
観
光
復
活
ス
テ
ー

ジ
」
と
し
て
旅
行
で
き
る
範
囲
を
「
県
（
都

道
府
）
内
」、「
隣
県
な
ど
地
域
内
」
さ
ら
に

「
日
本
全
域
」
へ
と
広
げ
な
が
ら
、
日
本
人

の
国
内
旅
行
振
興
を
中
心
に
経
済
復
活
を
め

ざ
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
次
に
、②「
国

際
観
光
復
活
ス
テ
ー
ジ
」
と
し
て
、
訪
日
客

誘
致
を
活
性
化
さ
せ
る
手
法
が
最
善
だ
と
考

え
ま
す
。
本
論
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
脱
却
が
順
調
に
進
む
こ
と
を
前
提
と
し
つ

つ
、
い
か
に
「
観
光
産
業
の
再
起
」
を
図
る

べ
き
か
、
考
え
ら
れ
る
取
り
組
み
を
探
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

改
め
て
「
観
光
産
業
」
と
は
何
で
し
ょ
う

か
。
観
光
産
業
と
は
「
航
空
・
鉄
道
・
バ
ス
・

フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
運
輸
業
、
旅
館
・
ホ
テ
ル

な
ど
の
宿
泊
業
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
の
観

光
施
設
、
土
産
品
業
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・

イ
ベ
ン
ト
業
、
旅
行
会
社
な
ど
、
旅
行
・
観

光
に
関
連
す
る
産
業
」
の
こ
と
で
、
観
光
産

業
全
体
の
中
核
を
な
す
も
の
で
す
。そ
し
て
、

そ
の
中
核
産
業
を
取
り
巻
く
よ
う
に
、
例
え

ば
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
と
し
て
の
「
農
林
水
産
業
」
が
あ
り
、

こ
れ
も
観
光
産
業
の
大
切
な
一
翼
を
担
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、中
国
人
の
“
爆
買
い
”

で
縁
の
深
い
デ
パ
ー
ト
の
「
小
売
業
」、
最

近
で
は
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
に
は
欠

か
せ
な
い
「
情
報
Ｉ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス
業
」
も
広

い
意
味
で
の
観
光
業
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
別
名
と
し
て
「
観
光
関
連
産
業
」
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

時
に
「
観
光
産
業
は
裾
野
が
広
い
」
こ
と

の
証
明
に
、
観
光
庁
の
「
旅
行
消
費
に
よ
る

経
済
波
及
効
果
」（
今
年
７
月
時
点
）
の
数
値

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
同
庁
に
よ
る
と
「
２
０

１
８
年
の
日
本
国
内
の
旅
行
消
費
の
経
済
波

及
効
果
は
、
付
加
価
値
誘
発
効
果
２
８
・
２

兆
円
（
対
同
年
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
５
・
２
％
）、

雇
用
誘
発
効
果
４
４
１
万
人
（
対
同
年
全
国

就
業
者
数
６
・
４
％
）
と
他
産
業
と
の
比
較

で
も
有
数
の
規
模
」
で
あ
り
、
こ
れ
は
観
光

関
連
産
業
全
体
を
含
ん
だ
成
果
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
何
か
と
話
題
の
「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

ト
ラ
ベ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
が
、
政
府

は
政
策
の
配
慮
上
か
ら
か
“
狭
い
範
囲
の
観

光
産
業
”
の
支
援
と
説
明
し
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
で
は
国
民
に
真
意
が

十
分
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

巨
大
な
観
光
産
業
の
裾
野
を
構
成
す
る

⑴
急
務
の
地
域
経
済
の
活
性
化

近
年
、
世
界
各
国
へ
の
観
光
客
は
順
調
に

増
加
し
、
中
で
も
「
訪
日
客
」
は
群
を
抜
く

伸
び
率
を
示
し
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
で

対
前
年
２
桁
増
も
何
度
か
あ
り
ま
し
た
。
矢

継
ぎ
早
の
ビ
ザ
緩
和
政
策
は
、
中
国
や
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
圏
か
ら

の
人
々
を
急
増
さ
せ
、
ま
た
一
度
の
寄
港
で

３
０
０
０
～
５
０
０
０
人
が
日
帰
り
パ
タ
ー

ン
で
や
っ
て
く
る
ク
ル
ー
ズ
客
も
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。
海
外
の
観
光
先
進
国
と
比
べ
る

と
、
伸
び
の
中
身
を
改
善
す
る
余
地
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
日
本
政
府
が
掲
げ

た
「
２
０
２
０
年
に
４
０
０
０
万
人
、
30
年

に
６
０
０
０
万
人
」
の
目
標
に
向
か
い
順
調

に
進
ん
で
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
か

ら
よ
り
緻
密
な
観
光
政
策
が
必
要
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
て
い
た
矢
先
、
今
回
の
大
き
な

シ
ョ
ッ
ク
が
世
界
を
襲
い
ま
し
た
。

中
国
由
来
と
さ
れ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
」（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
）
に

よ
り
、
日
本
は
有
効
な
治
療
薬
や
ワ
ク
チ
ン

が
完
成
さ
れ
る
ま
で
、
世
界
と
共
に
“
新
た

な
生
活
様
式
”
の
下
で
、「
自
粛
と
緩
和
」

の
繰
り
返
し
で
社
会
を
維
持
し
て
い
く
の
は

既
定
路
線
の
よ
う
で
す
。行
動
制
約
の
中
で
、

世
界
の
経
済
成
長
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
「
観

光
」
の
振
興
を
い
か
に
実
現
す
れ
ば
よ
い
か

各
国
と
も
苦
慮
し
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
ば
、

観
光
に
よ
る
人
の
移
動
は
感
染
を
拡
大
さ
せ

る
危
険
性
が
極
め
て
高
い
か
ら
で
す
。

感
染
予
防
の
た
め
の
強
い
制
限
も
仕
方
な

い
と
言
え
ま
す
が
、
収
束
を
た
だ
待
つ
だ
け

で
は
世
界
中
の
観
光
は
再
起
不
能
に
陥
る
の

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。「
観
光
は
裾
野
の

広
い
産
業
」
で
あ
り
、
観
光
関
連
企
業
の
倒

産
や
廃
業
が
続
け
ば
、
特
に
地
域
経
済
の
影

響
が
甚
大
な
こ
と
は
確
か
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
世
界
各
国
は
感
染
拡
大
を
阻
止
し
な
が

ら
、
観
光
を
着
実
に
前
進
さ
せ
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。

大阪観光大学名誉教授
元・桜美林大学教授

鈴木　勝

観
光
再
起
の
た
め
に
進
め
る
べ
き

産
業
間
連
携

す
ず
き
・
ま
さ
る

早
稲
田
大
学
卒
。
日
本
交
通
公
社
（
現
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
入
社
。
シ
ド
ニ
ー
や

北
京
勤
務
を
経
験
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ワ
ー
ル
ド
取
締
役
ア
ジ
ア
部
長
な
ど
を
経

て
00
年
退
社
。
同
年
大
阪
観
光
大
学
助
教
授
、
02
年
教
授
、
08
年
名
誉

教
授
。
08
年
〜
15
年
ま
で
桜
美
林
大
学
教
授
。
09
年
か
ら
国
連
世
界
観

光
機
関
・
観
光
専
門
家
委
員
会
委
員
。
釧
路
湿
原
美
術
館
副
理
事
長
。

専
門
は
国
際
ツ
ー
リ
ズ
ム
振
興
論
。
主
著
に
『
観
光
学
オ
ピ
ニ
オ
ン
・

シ
リ
ー
ズ
全
５
巻
』（
Ｎ
Ｃ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）。
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緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
後
、
最
初
に
ベ
ト

ナ
ム
へ
の
渡
航
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
上
の
要
人
や
実
習
生
・
留
学
生
、次
に
観

光
客
の
受
け
入
れ
が
始
ま
り
ま
す
。
い
ず
れ

の
国
か
ら
の
受
け
入
れ
で
あ
っ
て
も
、往
来
の

本
格
的
再
開
に
は
感
染
症
の
検
査
や
入
国
者

管
理
対
策
な
ど
周
到
な
準
備
が
重
要
で
す
。

こ
こ
で
、制
限
緩
和
上
の
難
問
の
一
つ
は
、

最
大
顧
客
で
も
あ
る
中
国
や
韓
国
か
ら
の
観

光
客
の
受
け
入
れ
で
し
ょ
う
。
観
光
関
係
者

と
し
て
は
早
期
の
受
け
入
れ
再
開
を
期
待
し

た
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
し
か
し
結
論
を
言

え
ば
、
日
本
と
し
て
は
双
方
向
の
体
制
が
整

備
さ
れ
る
ま
で
受
け
入
れ
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
理
由
は
、
両
国
は
最
大

顧
客
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
治
的
な
問
題
が

起
き
る
と
一
気
に
訪
日
客
が
減
少
す
る
と
い

う
扱
い
方
の
難
し
さ
が
あ
る
か
ら
で
す
。
そ

れ
に
加
え
て
、
い
つ
再
燃
す
る
と
も
分
か
ら

な
い
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
不
透
明
さ
に
輪
を
掛

け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
両
国
の
観
光
客
の
本

格
的
な
受
け
入
れ
再
開
に
向
け
て
、
こ
の
期

間
を
感
染
症
に
も
政
治
環
境
に
も
左
右
さ
れ

な
い
基
盤
を
整
備
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
す
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
楽
し
い
旅
に
は
、
ど
の
国
・
地
域

の
観
光
客
に
接
す
る
場
合
で
も
、
お
互
い
に

“
偏
見
の
な
い
好
意
的
な
雰
囲
気
”
が
必
要

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
が
双
方
の
偏
見
を

助
長
さ
せ
、
マ
イ
ナ
ス
に
作
用
し
て
い
る
よ

う
に
み
え
ま
す
。
特
に
、
中
韓
か
ら
の
観
光

客
の
受
け
入
れ
再
開
に
は
、
国
民
感
情
も
考

慮
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

日
本
の
観
光
戦
略
は
地
理
的
に
離
れ
た
欧

米
市
場
を
よ
り
し
っ
か
り
と
開
拓
し
た
い
の

が
本
音
で
し
ょ
う
が
、
回
復
は
遅
れ
そ
う
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
時
機
到
来
ま
で
「
国
内

観
光
需
要
」
を
徹
底
的
に
掘
り
起
こ
す
こ
と

が
、
や
は
り
必
要
で
す
。

⑶
観
光
産
業
の
再
起

特
に
痛
手
を
受
け
て
い
る
観
光
産
業
と
言

え
ば
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
専
門
企
業
で
し
ょ
う
。

日
本
人
の
海
外
旅
行
の
専
門
企
業
も
同
様

で
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
な
ど

の
ク
ル
ー
ズ
観
光
企
業
が
そ
の
例
に
な
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
訪
日
客
・
日
本
人
の
海
外

旅
行
客
の
双
方
部
門
を
持
つ
総
合
旅
行
会
社

も
痛
手
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
変
わ
り
ま
せ

ん
。
観
光
産
業
の
再
起
を
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
提
案
１
〉
魅
力
的
な
新
企
画
を
提
案

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
期
は
「
日
本
人
の
国
内
旅

行
」が
商
圏
の
中
心
で
す
。既
述
の
よ
う
に
日

本
人
消
費
額
割
合
は
８
割
強
で
す
の
で
、
大

い
に
期
待
で
き
ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

の
構
想
を
練
る
こ
と
も
重
要
で
す
が
、
ま
ず

は
、目
前
の
ど
ん
底
か
ら
の
再
起
計
画
で
す
。

実
は
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
」
で
大
活

躍
の
観
光
企
業
が
既
に
出
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
京
都
の
「
二
条
城
、
史
上
初
！　

非
公
開
エ
リ
ア
に
徹
底
潜
入
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ

ア
ー
」、
箱
根
湯
本
の「
芸
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン

飲
み
会
」、
香
川
琴
平
オ
ン
ラ
イ
ン
バ
ス
ツ

ア
ー
「
石
見
神
楽
鑑
賞
と
現
地
旅
行
会
社
が

ご
案
内
す
る
地
域
の
魅
力
」、
北
海
道
釧
路

「
農
林
水
産
業
」、「
小
売
業
」、「
飲
食
店
業
」、

「
地
域
特
産
製
造
業
」
な
ど
を
含
ん
だ
生
活

の
な
り
わ
い
と
し
て
の
地
域
経
済
全
体
の
活

性
化
策
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
極
め
て
効
果
的
な
支

援
策
で
あ
り
、
私
と
し
て
も
賛
意
を
表
明
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑵
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
旅
行
と
は

■
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
国
内
旅
行
の
盛

り
上
げ

「
観
光
復
活
ス
テ
ー
ジ
」
は
、
や
は
り
日

本
人
に
よ
る
国
内
旅
行
に
注
力
す
べ
き
で

す
。
理
由
は
、
観
光
庁
の
「
国
内
の
旅
行
・

観
光
消
費
動
向
」（『
観
光
白
書
２
０
２
０
』）

か
ら
も
読
み
取
れ
ま
す
。「
19
年
の
国
内
関

連
総
消
費
額
は
27
・
９
兆
円
に
上
り
、
そ
の

う
ち
国
内
宿
泊
旅
行
は
17
・
２
兆
円
、
国
内

日
帰
り
旅
行
４
・
８
兆
円
、
海
外
旅
行
（
国

内
分
）
１
・
２
兆
円
、
訪
日
外
国
人
旅
行
４
・

８
兆
円
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
間
で
は
外
国
人
の
訪
日
客
効
果
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
目
の
前
の
す
べ
き
こ
と

と
し
て
は
日
本
人
消
費
額
が
「
国
内
関
連
総

消
費
額
」
の
８
割
強
を
占
め
る
点
に
注
目
す

べ
き
で
し
ょ
う
。
渡
航
制
限
が
続
く
訪
日
客

獲
得
を
め
ざ
す
よ
り
も
、
ま
ず
は
「
Ｇ
ｏ
Ｔ

ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
な
ど
で
国
内
旅
行
を
一
層
盛

ん
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
域
経
済
を
着
実

に
回
復
へ
導
く
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、
３
・

７
兆
円
の
経
済
効
果
を
占
め
る
２
０
０
０
万

人
の
日
本
人
の
海
外
旅
行
者
の
意
識
を
、
国

内
の
旅
の
魅
力
へ
向
け
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
さ
ら
に
効
果
も
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

次
に
、
２
８
０
万
人
の
「
在
日
外
国
人
旅

行
」を
考
え
て
み
ま
す
。
在
日
外
国
人
と
は
、

現
在
、
本
国
に
帰
ら
ず
日
本
に
残
る
留
学
生

な
ど
の
外
国
人
の
こ
と
で
す
。世
界
へ
の「
日

本
観
光
」
に
関
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
経
由
に
よ
る
情

報
の
発
信
は
、
将
来
に
つ
な
が
る
経
済
効
果

を
生
み
出
す
と
い
う
観
点
で
直
接
の
消
費
額

以
上
に
貴
重
で
す
。
例
え
ば
、
自
治
体
主
催

で
学
生
に
向
け
て
「
留
学
生
対
象
〇
〇
県
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
」
な
ど
の
実
施
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。
コ
ロ
ナ
禍
の
先
を
見
越
し
た
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
推
進
を
各
自
治
体
に
期
待
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

そ
し
て
、
大
い
に
期
待
し
た
い
の
が
「
働

き
方
改
革
」
に
伴
う
休
暇
制
度
の
大
変
革
で

す
。
仕
事
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
が
増
え
れ
ば
、
都
市
郊
外
へ
の
職
場
移
転

が
進
む
と
さ
れ
ま
す
。
在
宅
勤
務
は
柔
軟
な

休
暇
取
得
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
形
態
の

一
つ
に
「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
＋

Ｖ
ａ
ｃ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
の
合
成
）、つ
ま
り
「
働

き
な
が
ら
休
暇
取
得
（
旅
行
）
す
る
仕
組
み
」

が
あ
り
ま
す
。
欧
米
の
よ
う
な
２
～
３
週
間

の
長
期
休
暇
が
普
及
す
れ
ば
、
年
末
年
始
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、
お
盆
の
旅
行
渋
滞

は
避
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
旅
行
の
分
散
化

は
ホ
テ
ル
、
航
空
、
鉄
道
の
平
日
稼
働
率
を

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
ゆ

と
り
あ
る
休
暇
が
実
現
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
低
廉
な
旅
行
も
実

現
で
き
る
で
し
ょ
う
。

■
国
際
観
光
の
復
活
は
急
が
ず
ゆ
っ
く
り
と
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で
す
。
こ
の
制
度
で
、
中
国
や
韓
国
な
ど
の

民
族
系
旅
行
社
・
ラ
ン
ド
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

対
抗
す
れ
ば
、
健
全
な
市
場
競
争
が
期
待
で

き
ま
す
。
ま
た
、
外
資
系
宿
泊
予
約
サ
イ
ト

の
進
出
が
盛
ん
で
す
が
、
従
来
に
な
い
ビ
ジ

ネ
ス
慣
習
、例
え
ば
、直
前
の「
無
断
取
消
し
」

や
「
過
大
割
引
」
が
横
行
し
、
特
に
地
方
旅

館
が
困
惑
し
て
い
ま
す
。
政
府
目
標
の
「
30

年
に
６
０
０
０
万
人
」
に
上
質
な
滞
在
型
や

個
人
客
を
核
に
す
る
な
ら
ば
、
日
本
の
魅
力

を
高
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
旅

行
業
を
含
め
優
秀
な
日
系
企
業
が
自
国
の
観

光
に
も
っ
と
参
入
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

〈
提
案
４
〉
政
府
支
援
策
を
再
起
の
糸
口
に

観
光
先
進
国
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
、
Ｅ
Ｍ

Ｄ
Ｇ
（ Export M

arket D
evelopm

ents 
Grants

）
と
い
う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
経
費
の
一

部
を
政
府
が
出
す
支
援
策
が
あ
り
ま
す
。
一

方
、
日
本
に
は
こ
の
よ
う
な
常
設
の
支
援
策

は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
常
設
化

が
検
討
さ
れ
る
な
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
よ
う

な
突
発
的
な
問
題
が
起
こ
っ
て
も
対
応
し
や

す
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
提
案
５
〉「
観
光
プ
ロ
」
の
人
材
養
成

今
後
は
旅
行
の
傾
向
と
し
て「
Ｆ
Ｉ
Ｔ（
個

人
旅
行
）
化
」、「
自
然
・
地
域
・
滞
在
派
」、

「
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
」
と
旅
行
需
要
は
細

分
化
さ
れ
、
客
層
も
海
外
旅
行
“
超
”
リ
ピ

ー
タ
ー
や
ク
ル
ー
ズ
愛
好
者
、
富
裕
層
の
旅

行
者
が
混
在
し
、
高
度
な
企
画
内
容
が
要
求

さ
れ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
旅
に
何
度
も
来

さ
せ
て
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
地
域
を
知

る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
秀
で
た
「
観
光
の
プ

ロ
」
が
必
要
で
、
こ
う
し
た
人
材
養
成
が
急

務
で
す
。

ま
た
、
日
本
に
関
心
を
持
つ
外
国
人
も
大

歓
迎
す
べ
き
で
す
。
観
光
事
業
に
つ
い
て
学

ぶ
オ
ン
ラ
イ
ン
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
「
今
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
～
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ

時
代
の
観
光
人
材
育
成
を
考
え
る
」、「
ｗ
ｉ

ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
～
フ
ロ
リ
ダ
の
事
例
か
ら
学
ぶ
、

地
域
の
観
光
経
営
に
必
要
な
５
つ
の
戦
略
」、

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
養
成
塾
」

な
ど
が
開
か
れ
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識

を
磨
く
た
め
の
機
会
も
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
人
材
面
を
整
備
す
る
こ
と
も
、
早
期
の

観
光
業
再
起
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

⑷
結
び

こ
れ
ま
で
観
光
産
業
の
再
起
を
考
え
て
き

ま
し
た
が
、
地
域
連
携
に
し
て
も
高
度
な
観

光
戦
略
を
練
る
に
し
て
も
、
日
本
だ
け
を
み

て
い
て
は
進
み
ま
せ
ん
。
回
復
に
は
時
間
が

掛
か
り
そ
う
で
す
が
、
世
界
の
観
光
動
向
を

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
来
た
る
べ
き

本
格
的
な
訪
日
観
光
客
の
回
復
期
に
備
え
、

地
域
の
観
光
関
係
者
は
海
外
に
視
察
に
行
く

と
同
時
に
、
自
分
の
地
域
に
適
し
た
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
探
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
振

興
に
は
、
日
本
人
は
国
内
同
様
に
海
外
に
足

を
運
ぶ
、
す
な
わ
ち
、T

W
O

W
A

Y

（
ツ

ー
ウ
ェ
イ
） T

O
U

RISM

（
ツ
ー
リ
ズ
ム
）

（
双
方
交
流
）
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

の
「
地
域
応
援
オ
ン
ラ
イ
ン
ツ
ア
ー
」
は
値

段
も
手
頃
で
、
人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
海
外
旅
行
編
と
し
て
は
「
行
っ
た
気
に

な
る
観
光
セ
ミ
ナ
ー
～
バ
チ
カ
ン
美
術
館
を

オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
！
」
が
あ
り
、
そ
う
し
た

挑
戦
に
は
熱
意
と
し
た
た
か
さ
を
感
じ
ま
す
。

〈
提
案
２
〉
地
域
や
異
業
種
の
連
携
を

観
光
産
業
と
異
業
種
が
協
業
す
る
時
で

す
。「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
」
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
、“
起
爆
剤
”
と
し
て
の
効
果
は
期
待

で
き
る
半
面
、
継
続
性
が
や
や
課
題
で
す
。

な
ぜ
な
ら
ば
、ツ
ア
ー
や
ホ
テ
ル
の
「
割
引
」

で
は
リ
ピ
ー
タ
ー
客
は
生
ま
れ
な
い
か
ら
で

す
。
た
と
え
高
価
で
も
、
内
容
が
優
れ
て
い

れ
ば
“
足
繁
く
訪
問
”
し
て
く
れ
る
の
が
観

光
業
の
面
白
さ
で
す
。

そ
の
意
味
で
、
再
起
の
要
と
し
て
全
国
１

６
０
ほ
ど
の「
日
本
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」つ
ま
り「“
稼

ぐ
力
を
持
つ
”
観
光
地
経
営
組
織
」
が
活
発

に
観
光
振
興
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で

す
。
例
え
ば
、
北
海
道
の
摩
周
湖
、
川
湯
温

泉
、
屈
斜
路
温
泉
が
連
携
し
た
観
光
が
そ
う

で
す
。
既
に
終
了
し
ま
し
た
が
「
温
泉
＋
フ

ー
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
「
湯
巡
（
ゆ
め
）
グ

ル
メ
ク
ー
ポ
ン
」
は
、
日
帰
り
入
浴
と
グ
ル

メ
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
１
０
０
０
円
の
ク
ー
ポ

ン
で
、
日
帰
り
入
浴
は
六
つ
の
施
設
か
ら
、

グ
ル
メ
は
九
つ
の
店
で
選
択
可
能
で
す
。
ク

ー
ポ
ン
事
業
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
「
宿
泊
業

側
と
し
て
は
団
体
客
へ
の
対
応
が
忙
し
す
ぎ

て
、
以
前
な
ら
個
人
の
宿
泊
（
利
用
）
客
の

食
事
・
温
泉
の
み
の
利
用
に
抵
抗
感
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
最
近
は
レ
ス
ト
ラ
ン
も
旅
館

も
当
企
画
を
大
歓
迎
し
て
い
る
」
と
の
回
答

で
し
た
。

ク
ー
ポ
ン
制
導
入
は
各
企
業
が
採
算
の
合

う
価
格
に
そ
ろ
え
る
こ
と
の
難
し
さ
も
あ
る

の
で
す
が
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
信
頼
が
あ
れ
ば
調
整
可
能
な
問
題
で
す
。

大
阪
天
神
橋
筋
で
も
日
本
人
客
向
け
の
「
民

泊
連
合
＋
商
店
街
（
宿
＋
朝
食
＋
土
産
）」

の
連
携
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
国
・
地
方
自

治
体
・
港
湾
そ
し
て
ク
ル
ー
ズ
船
会
社
、
旅

行
会
社
な
ど
の
強
い
連
携
も
今
後
必
要
で
し

ょ
う
。

〈
提
案
３
〉�

健
全
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ

ル
作
り

政
府
の
「
観
光
立
国
ニ
ッ
ポ
ン
」
の
政
策

は
、
ま
だ
国
民
か
ら
十
分
な
認
知
を
得
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
経
済
的
・
社
会
的
な

貢
献
の
説
明
が
不
十
分
な
た
め
だ
と
思
わ
れ

ま
す
。
問
題
の
一
つ
に
「
観
光
収
入
が
地
元

に
還
元
さ
れ
ず
、
外
部
に
漏
出
す
る
現
象
」

が
あ
り
ま
す
。
違
法
な「
通
訳
ガ
イ
ド
」、「
白

タ
ク
」、「
観
光
バ
ス
」、「
民
泊
」、「
旅
行
手

配
」
な
ど
を
取
り
締
ま
り
、
地
域
に
も
っ
と

還
元
す
べ
き
で
す
。

日
本
人
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
自
粛
で
乗
り

越
え
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
で

は
放
任
を
や
め
、
法
に
則
し
た
取
り
締
ま
り

を
行
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
観
光
立
国
タ
イ
の

「
ツ
ー
リ
ス
ト
・
ポ
リ
ス（
観
光
警
察
）」の
設

置
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
外
国
人
観
光
客
の

案
内
、
保
護
、
医
療
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
務

め
る
一
方
、
違
法
な
事
業
の
取
り
締
ま
り
を

通
じ
て
地
域
経
済
に
果
実
を
還
元
す
る
方
法


